
政
令
第
四
百
四
号

特
許
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
百
八
十
六
条
第
三
項
（
実
用
新
案
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百

九
十
五
条
第
一
項
、
実
用
新
案
法
第
四
十
九
条
第
三
項
及
び
第
五
十
四
条
第
一
項
、
意
匠
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十

五
号
）
第
六
十
一
条
第
三
項
及
び
第
六
十
七
条
第
一
項
、
商
標
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
十
一
条
第
三

項
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
並
び
に
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第

四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
六
章

決

目
次
中
「
第
六
章

決
定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
る
国
際
出
願
に
係
る
特
例
（
第
十
七
条
）
」
を

第
七
章

証

定
に
よ
り
特
許
出
願
と
み
な
さ
れ
る
国
際
出
願
に
係
る
特
例
（
第
十
七
条
）



に
改
め
る
。

明
等
の
制
限
等
（
第
十
八
条
・
第
十
九
条
）

」

第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
七
章

証
明
等
の
制
限
等

（
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
通
常
実
施
権
者
等
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
情
報
）

第
十
八
条

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
通
常
実
施
権
に
係
る
情
報
で
あ
つ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
許
権
者
、
専
用
実
施
権
者
又
は
通
常
実
施
権
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も

の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

通
常
実
施
権
者
及
び
通
常
実
施
権
を
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

通
常
実
施
権
の
範
囲
（
通
常
実
施
権
を
有
し
て
い
た
者
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）

三

特
許
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
通
常
実
施
権
に
つ

い
て
の
仮
通
常
実
施
権
を
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

四

特
許
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
通
常
実
施
権
に
つ



い
て
の
仮
通
常
実
施
権
の
範
囲

２

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
本
文
に
規
定
す
る
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
情
報
で
あ
つ
て
、
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
、
仮
専
用
実
施
権
者
又
は
仮
通
常
実
施
権
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と

し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

仮
通
常
実
施
権
者
及
び
仮
通
常
実
施
権
を
有
し
て
い
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

二

仮
通
常
実
施
権
の
範
囲
（
仮
通
常
実
施
権
を
有
し
て
い
た
者
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）

（
証
明
等
の
制
限
の
例
外
と
な
る
場
合
と
し
て
通
常
実
施
権
等
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
利
害
関
係
を
有
す
る

部
分
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合
）

第
十
九
条

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
通
常
実
施
権
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
利
害

関
係
を
有
す
る
部
分
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
許
権
者
、
特
許
権
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者
又
は
特
許
権
を
目
的
と
す
る
質
権
そ

の
他
の
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
特
許
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
又
は
当
該
特
許
権
に
つ
い
て
の
専
用
実
施

権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合



二

専
用
実
施
権
者
、
専
用
実
施
権
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者
又
は
専
用
実
施
権
を
目
的

と
す
る
質
権
そ
の
他
の
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合

三

通
常
実
施
権
者
、
通
常
実
施
権
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者
又
は
通
常
実
施
権
を
目
的

と
す
る
質
権
そ
の
他
の
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ

い
て
請
求
し
た
場
合

四

前
三
号
に
規
定
す
る
者
の
財
産
の
管
理
及
び
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
三
号
に
規
定
す
る
情

報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合

２

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
仮
通
常
実
施
権
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
利
害
関
係

を
有
す
る
部
分
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
、
特
許
を
受
け
る
権
利
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者

又
は
特
許
を
受
け
る
権
利
を
目
的
と
す
る
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
特
許
を
受
け
る
権
利
に
基
づ
い
て
取
得
す

べ
き
特
許
権
に
つ
い
て
の
仮
通
常
実
施
権
又
は
当
該
特
許
を
受
け
る
権
利
に
基
づ
い
て
取
得
す
べ
き
特
許
権
に
つ
い
て



の
仮
専
用
実
施
権
に
基
づ
い
て
取
得
す
べ
き
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
の
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
二
項
各
号
に
掲

げ
る
情
報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合

二

仮
専
用
実
施
権
者
、
仮
専
用
実
施
権
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者
又
は
仮
専
用
実
施
権

を
目
的
と
す
る
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
に
基
づ
い
て
取
得
す
べ
き
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
の

仮
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合

三

仮
通
常
実
施
権
者
、
仮
通
常
実
施
権
を
差
し
押
さ
え
、
若
し
く
は
仮
に
差
し
押
さ
え
た
債
権
者
又
は
仮
通
常
実
施
権

を
目
的
と
す
る
担
保
権
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
情
報
に
つ
い
て

請
求
し
た
場
合

四

前
三
号
に
規
定
す
る
者
の
財
産
の
管
理
及
び
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
前
三
号
に
規
定
す
る
情

報
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合

（
実
用
新
案
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

実
用
新
案
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



４

特
許
法
施
行
令
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
（
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
通
常
実
施
権
者
等
の
利
益
を
害
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
情
報
）
並
び
に
第
十
九
条
第
一
項
（
証
明
等
の
制
限
の
例
外
と
な
る
場
合
と
し
て
通
常
実
施
権
等
に
つ
い

て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
利
害
関
係
を
有
す
る
部
分
に
つ
い
て
請
求
し
た
場
合
）
の
規
定
は
、
実
用
新
案
登
録
に
準
用

す
る
。

（
特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
許
法
等
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
第
四
号
中
「
千
四
百
円
（
」
の
下
に
「
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合

に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
五
百
五
十
円
、
」
を
加
え
、
「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号

及
び
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類


の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
者


イ

特
許
原
簿
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す


一
件
に
つ
き
三
百
五
十
円
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第

る
者

三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に



六

求
す
る
者

ロ

特
許
原
簿
以
外
の
書
類
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請

イ

特
許
原
簿
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類

付
を
請
求
す
る
者

ロ

特
許
原
簿
以
外
の
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交

つ
て
は
、
千
七
百
五
十
円
）

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ

一
件
に
つ
き
千
五
百
円
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三

て
は
、
六
百
円
）

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ

一
件
に
つ
き
三
百
円
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項

つ
て
は
、
千
六
百
五
十
円
）

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ

一
件
に
つ
き
千
四
百
円
（
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三

あ
つ
て
は
、
六
百
二
十
円
）

第
一
条
第
一
項
の
表
第
七
号
中
「
千
百
円
（
」
の
下
に
「
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に



該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
四
百
円
、
」
を
加
え
、
「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
第
四
号
中
「
千
四
百
円
（
」
の
下
に
「
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
五
百
五
十
円
、
」
を

加
え
、
「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
及
び
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

の
交
付
を
請
求
す
る
者

ロ

実
用
新
案
原
簿
以
外
の
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本

求
す
る
者

イ

実
用
新
案
原
簿
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請

類
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
者

る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書

実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八

一
件
に
つ
き
千
四
百
円
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第

す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
百
二
十
円
）

八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百

一
件
に
つ
き
三
百
五
十
円
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条



六

を
請
求
す
る
者

ロ

実
用
新
案
原
簿
以
外
の
書
類
の
閲
覧
又
は
謄
写

者
イ

実
用
新
案
原
簿
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る

類
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書

実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
七
百
五
十
円
）

十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す

一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八

一
件
に
つ
き
千
五
百
円
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第

場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
百
円
）

六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十

一
件
に
つ
き
三
百
円
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
千
六
百
五
十
円
）

十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す



第
二
条
第
一
項
の
表
第
七
号
中
「
千
百
円
（
」
の
下
に
「
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
四
百
円
、
」
を
加
え
、

「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
の
表
第
六
号
及
び
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七 六

イ

意
匠
原
簿
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

ひ
な
形
又
は
見
本
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

意
匠
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
、

付
を
請
求
す
る
者

ロ

意
匠
原
簿
以
外
の
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交

る
者

イ

意
匠
原
簿
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す

謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
者

意
匠
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
の

一
件
に
つ
き
三
百
円

一
件
に
つ
き
千
四
百
円

一
件
に
つ
き
三
百
五
十
円



ロ

意
匠
原
簿
以
外
の
書
類
、
ひ
な
形
又
は
見
本
の

一
件
に
つ
き
千
五
百
円

閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

第
四
条
第
一
項
の
表
第
九
号
及
び
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十 九

ロ

商
標
原
簿
以
外
の
書
類
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請

イ

商
標
原
簿
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

閲
覧
又
は
謄
写
を
請
求
す
る
者

商
標
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
の

付
を
請
求
す
る
者

ロ

商
標
原
簿
以
外
の
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交

る
者

イ

商
標
原
簿
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す

謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
を
請
求
す
る
者

商
標
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
の

一
件
に
つ
き
千
五
百
円

一
件
に
つ
き
三
百
円

一
件
に
つ
き
千
四
百
円

一
件
に
つ
き
三
百
五
十
円



求
す
る
者

第
五
条
第
一
項
の
表
第
三
号
中
「
八
百
円
（
」
の
下
に
「
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
二

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
百
円
、
」
を
加
え
、
「
あ
つ
て

は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
中
「
千
三
百
円
（
」
の
下
に
「
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に

関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
第
百
八
十
六
条
第
三
項
た
だ
し
書
（
実
用
新
案
法
第
五
十
五
条

第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
千
五
百
五
十

円
、
」
を
加
え
、
「
あ
つ
て
は
、
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

（
特
許
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
三
節

目
次
中
「
第
三
節

専
用
実
施
権
及
び
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
四
条
・
第
四
十
五
条
）
」
を

第
三
節
の

専
用
実
施
権
及
び
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
四
条
・
第
四
十
五
条
）



に
改
め
る
。

二

仮
専
用
実
施
権
及
び
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続
（
第
四
十
五
条
の
二
―
第
四
十
五
条
の
四
）
」

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

仮
専
用
実
施
権
若
し
く
は
仮
通
常
実
施
権
の
設
定
、
移
転
、
変
更
若
し
く
は
消
滅
に
関
し
て
請
求
権
を
保
全
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
又
は
そ
の
請
求
権
が
始
期
付
き
若
し
く
は
停
止
条
件
付
き
で
あ
る
と
き
そ
の
他
将
来
に
お
い
て
確
定
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
四
条
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二

仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表

示
の
変
更
又
は
更
正

三

第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
更
正
（
登
録
名
義
人
の
表
示
の
更
正
及
び
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ

た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
を
除
く
。
）

第
五
条
第
二
号
中
「
表
示
の
更
正
」
の
下
に
「
、
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に

係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
の
更
正
」
を
加
え
る
。



第
七
条
中
「
附
記
登
録
」
を
「
付
記
登
録
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
特
許
登
録
原
簿
」
の
下
に
「
、
特
許
仮
実
施
権
原
簿
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
条
に
お
い

て
」
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
特
許
関
係
拒
絶
審
決
再
審
請
求
原
簿
」
を
「
特
許
仮
実
施
権
原
簿
、
特
許
関
係
拒
絶
審
決
再
審
請
求

原
簿
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
つ
い
て
特
許
権
の
設
定
の
登

録
が
あ
つ
た
と
き
、
そ
の
特
許
出
願
が
放
棄
さ
れ
、
取
り
下
げ
ら
れ
、
若
し
く
は
却
下
さ
れ
た
と
き
又
は
そ
の
特
許
出
願

に
つ
い
て
拒
絶
を
す
べ
き
旨
の
査
定
若
し
く
は
審
決
が
確
定
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

特
許
仮
実
施
権
原
簿
に
お
け
る
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
登
録
を
閉
鎖
特
許
原
簿
に
移
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
中
第
七
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
六
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
四
号

を
加
え
る
。



八

特
許
法
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
仮
専
用
実
施
権
の
設
定

九

登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
つ
い
て
特
許
法
第
三
十
四
条
の
三
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
許
諾
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
の
設
定

十

仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
、
特
許

法
第
三
十
四
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す

る
者
の
変
更

十
一

特
許
法
第
三
十
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
仮
専
用
実
施
権
の
消
滅
又
は
同
法
第
三
十
四
条
の
三
第
七
項
若

し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
仮
通
常
実
施
権
の
消
滅

第
十
六
条
第
四
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
通
常
実
施
権
」
の
下
に
「
、
仮
専
用
実
施
権
、
仮
通
常
実
施

権
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

特
許
法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
専
用
実
施
権
の
設
定

四

登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
つ
い
て
特
許
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
諾
さ
れ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
通
常
実
施
権
の
設
定



第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
特
許
番
号
」
の
下
に
「
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き

は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
特
許
番
号
」
の
下
に
「
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す

る
と
き
は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第

八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許

出
願
に
つ
い
て
特
許
仮
実
施
権
原
簿
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
特
例
法
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
許
出
願
に
係
る
特
許
出

願
人
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
特
例
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ

て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
設
定
の
登
録
の
申
請
書
に
記
載
し
た
特
許
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
が
当
該
フ
ァ
イ
ル
の
記
録
と
符
合
し
な
い

と
き
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
、
登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
「
及
び
登
録
義
務

者
」
を
「
、
登
録
義
務
者
及
び
登
録
上
の
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
」
に
改
め
る
。



第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
設
定
す
べ
き
専
用
実
施
権
の
範
囲
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
を
「
設
定
す
べ
き
通
常
実
施
権
の
範
囲
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

第
三
章
第
三
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
三
節
の
二

仮
専
用
実
施
権
及
び
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
手
続


（
仮
専
用
実
施
権
の
設
定
等
の
登
録
の
申
請
）


第
四
十
五
条
の
二

仮
専
用
実
施
権
の
設
定
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

設
定
す
べ
き
仮
専
用
実
施
権
の
範
囲

二

特
許
法
第
三
十
四
条
の
二
第
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨

２

仮
専
用
実
施
権
の
移
転
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
移
転
す
べ
き
仮
専
用
実
施
権
の
範
囲
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
出
願
に
係
る
発
明
の
実
施
の
事
業
と
と
も
に
仮
専
用
実
施
権
を
移
転
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
こ
れ
を
証
明
す
る

書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
仮
通
常
実
施
権
の
設
定
等
の
登
録
の
申
請
）

第
四
十
五
条
の
三

仮
通
常
実
施
権
の
設
定
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

設
定
す
べ
き
仮
通
常
実
施
権
の
範
囲

二

特
許
法
第
三
十
四
条
の
三
第
五
項
た
だ
し
書
又
は
第
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
旨

２

仮
通
常
実
施
権
の
移
転
の
登
録
を
申
請
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
移
転
す
べ
き
仮
通
常
実
施
権
の
範
囲
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
特
許
出
願
に
係
る
発
明
の
実
施
の
事
業
と
と
も
に
仮
通
常
実
施
権
を
移
転
す
る
場
合
に
準
用

す
る
。

（
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
変
更
又
は
更
正
の
登
録
の
申
請
）

第
四
十
五
条
の
四

仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
者
の
表
示
の
変
更
又
は
更
正
の
登
録
は
、
当
該
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
だ
け
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

仮
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
保
全
仮
登
録
を
し
た
後
、
本
登
録
を
申
請
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
保
全
仮
登
録
に
係

る
仮
処
分
の
債
権
者
だ
け
で
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
つ
い
て
の
登
録
で
あ
つ
て
そ
の
仮
処
分
の
登
録
に
後

れ
る
も
の
の
抹
消
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
九
条
中
「
特
許
登
録
原
簿
」
の
下
に
「
又
は
特
許
仮
実
施
権
原
簿
」
を
加
え
る
。

（
実
用
新
案
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
二
条
」
を
「
第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
三
条
、
第
四
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
」

に
改
め
、
「
実
用
新
案
登
録
無
効
審
判
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
四
条
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

「
実
用
新
案
登
録
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
及
び
仮
専
用
実
施
権
又
は
登

録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
を
除
く
」
と
あ
る
の

は
「
を
除
く
」
と
、
同
令
第
五
条
第
二
号
中
「
、
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係



る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
実
用
新
案
登
録
令
第

七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
七
十
条
ま
で
」
を
「
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
第
一

項
（
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
六
条
か
ら
第
五
十
五
条
の
三
ま
で

、
第
五
十
五
条
の
四
（
第
二
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
五
十
五
条
の
五
か
ら
第
七
十
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
第
二
十
七
条
中

「
特
許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若

し
く
は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条

第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法

第
九
十
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
特
許
番
号
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮

通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き
は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」

と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
登
録
番
号
」
と
」
を
、
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第

三
号
中
「
特
許
番
号
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き
は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は

仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
登
録
番
号
」
と
」
を
、
「
同
条
第



三
項
中
「
特
許
法
第
八
十
三
条
第
二
項
、
第
九
十
条
第
一
項
（
同
法
第
九
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
若
し
く
は
第
九
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
法
第
二
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二

十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し
く
は
同
法
第
二
十
一
条
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る

特
許
法
第
九
十
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
九
条
中
「
特
許
登
録
原
簿
又
は
特
許
仮
実
施

権
原
簿
」
と
あ
る
の
は
「
実
用
新
案
登
録
原
簿
」
と
」
を
加
え
る
。

（
意
匠
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

意
匠
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
二
条
」
を
「
第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
三
条
、
第
四
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条
」

に
改
め
、
「
意
匠
登
録
無
効
審
判
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
四
条
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
意

匠
登
録
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
及
び
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た

仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「
を
除

く
」
と
、
同
令
第
五
条
第
二
号
中
「
、
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
意
匠
登
録
令
第
七
条
に
お
い
て



準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
八
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
、
第

三
十
九
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
六
条
か
ら
第
五
十
三
条
ま
で
」
に
、
「
並
び
に
第
五
十
五
条
か
ら
第
七
十
条
ま

で
」
を
「
、
第
五
十
五
条
か
ら
第
五
十
五
条
の
三
ま
で
、
第
五
十
五
条
の
四
（
第
二
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
五
十
五
条
の

五
か
ら
第
七
十
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
、
第
四
号
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
特
許
番
号
（
登
録
の

目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き
は
、
当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請

に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
と
あ
る
の
は
「
意
匠
登
録
番
号
」
と
」
を
、
「
第
四
十
二
条
第
一
項
」
と
」
の
下
に
「
、
同

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
特
許
番
号
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き
は
、

当
該
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
と
あ
る
の
は
「
意
匠
登
録
番
号
」

と
」
を
、
「
掲
げ
る
請
求
」
と
」
の
下
に
「
、
同
令
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
九
条
中
「
特
許
登
録
原
簿
又
は
特
許
仮
実
施

権
原
簿
」
と
あ
る
の
は
「
意
匠
登
録
原
簿
」
と
」
を
加
え
る
。

（
商
標
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
二
条
中
「
第
二
条
及
び
第
四
条
」
を
「
第
二
条
（
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
四
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
条

」
に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
の
下
に
「
、
同
令
第
四
条
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
商
標

登
録
令
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
、
「
及
び
仮
専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮

通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正
を
除
く
」
と
あ
る
の
は
「
を
除
く

」
と
」
を
加
え
、
「
と
あ
る
の
は
、
」
を
「
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
「
権
利
」
と
」
の
下
に
「
、
同
条
第
二
号
中
「
、
仮

専
用
実
施
権
又
は
登
録
さ
れ
た
仮
通
常
実
施
権
に
係
る
特
許
出
願
に
係
る
特
許
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
者
の
表
示
の
更
正

及
び
第
四
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
商
標
登
録
令
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
第
一

項
」
と
」
を
加
え
る
。

第
十
条
中
「
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
三
十
八
条
第
一
項
（
第
六
号
を
除
く
。
）
及
び
第
二
項
、
第

三
十
九
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
」
に
、
「
並
び
に
第
五
十
五
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
」
を
「
、
第
五
十
五
条
か
ら
第
五

十
五
条
の
三
ま
で
、
第
五
十
五
条
の
四
（
第
二
項
を
除
く
。
）
並
び
に
第
五
十
五
条
の
五
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
」
に
改
め

、
「
特
許
番
号
」
の
下
に
「
（
登
録
の
目
的
が
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
と
き
は
、
当
該
仮
専
用
実
施

権
又
は
仮
通
常
実
施
権
の
登
録
の
申
請
に
係
る
特
許
出
願
の
表
示
）
」
を
、
「
商
標
信
託
原
簿
の
登
録
」
と
」
の
下
に
「
、



同
令
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
九
条
中
「
特
許
登
録
原
簿
又
は
特
許
仮
実
施
権
原
簿
」
と
あ
る
の
は
「
商
標
登
録
原
簿
」
と

」
を
加
え
る
。


附

則


（
施
行
期
日
）


第
一
条

こ
の
政
令
は
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一

年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
登
録
令
第
四
十
一
条
の
規
定
（
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
実
用
新
案

登
録
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
、
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
意
匠
登
録
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
商
標
登
録
令
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
こ
の
政
令
の
施

行
の
日
以
後
に
特
許
原
簿
、
実
用
新
案
原
簿
、
意
匠
原
簿
又
は
商
標
原
簿
に
す
る
登
録
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
政
令
の
施

行
の
日
前
に
特
許
原
簿
、
実
用
新
案
原
簿
、
意
匠
原
簿
又
は
商
標
原
簿
に
し
た
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
登
録
免
許
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
三
条

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
中
「
別
表
第
一
第
三
十
二
号

ロ
」
を
「
別
表
第
一
第
十
三
号

、
第
三
十
二
号

ロ
」
に
改
め
、
「
技
能
証

明
」
の
下
に
「
（
同
表
第
十
三
号

に
掲
げ
る
登
録
に
あ
つ
て
は
、
特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第

十
六
条
第
八
号
又
は
第
九
号
（
職
権
に
よ
る
登
録
）
の
規
定
に
よ
り
特
許
庁
長
官
が
職
権
で
す
る
仮
専
用
実
施
権
又
は
仮
通

常
実
施
権
の
設
定
の
登
録
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

(五)

(二)

(五)

(二)



理

由

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
通
常
実
施
権
等
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
の
証
明
等
の
制
限
及
び
そ
の

例
外
に
関
す
る
事
項
、
通
常
実
施
権
等
に
つ
い
て
利
害
関
係
を
有
す
る
者
が
利
害
関
係
を
有
す
る
部
分
に
つ
い
て
証
明
等
を
請

求
す
る
場
合
の
手
数
料
、
仮
専
用
実
施
権
及
び
仮
通
常
実
施
権
に
関
す
る
登
録
の
手
続
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


